


















〔要約〕CIassⅣ ループス腎炎の 5症例の生検腎組織で,HRP-labeled antibody を用いて,

免疫電顕法を行い,以下の結果を得た。 

(1)ClassⅣループス腎炎において,通常の電顕で観察される,糸球体の多彩な EDDの大部分

には,IgG-RPやIgA-RPなどと共に,C3-RPが認められ,これらのEDDの重要な構成成分は,IC

であると考えられた。 

(2)GBM の上皮下および内皮下には,これら IC 沈着の初期像と思われる微細顆粒状の

IgG-RP,C3RP が観察された。 

(3)一方で,内皮下,メサンジウム基質およびparamesangiumの塊状のEDDには,HRP-RPが認

められない部位もあり,この所見は免疫グロブリンおよびC3などから成るICの器質化を示

す所見と思われた。 

(4)糸球体上皮細胞の胞体内に,IgG-RP,C3-RP が認められたが,この所見は,上皮細胞に,沈

着した IC を貧食する機能が備わっている可能性を示唆するものと思われた。この他,メサ

ンジウム細胞および浸潤してきた mononuclear cell の胞体内にも,IgG-RP,IgA-RP,C3-RP

が,認められたが,これらの細胞が,"scavenger"として機能していることを示唆する所見と

思われた。 

(5)メサンジウム基質には,線状の IgG-RP が認められ,“intrace11ular mesangial channel 

system"の存在を示す所見と思われた。 

(6)この他,TBM,間質の血管壁にもIgG-RP,C3-RPが認められ,これらの病変にもICの関与が

重要と思われた。 

今後,初期病変の観察,ICの抗原成分,MACなどの補体成分の局在およびGBMの構成成分の変

化と共に,蛋白尿,血尿の発症機序について,さらに詳しく検討したい。 


